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　移蘓性は腫瘍に お け ろ 最 も興昧あ る 概究 課題 の
一つ で あつ て 形 態学的 ， 遺信学的に幾多 の 概究 が行われ て

い る 。 踵瘍 に お け る 移糖 の 成 立 は 生 と し て 移樋片 と被移植動 物の ＊P互 の 関係 1こ よ つ て 決定 さ れ て い る 。 被移
　 　 　 　 ロ

植動物 の 条 件 に開 し て 12．，主 と し て ア メ リ ヵ に お い て 遺伝学 的研究 が 行われ Bittner 〔1934 ），　 Littie （1947 ，

’50）， Hes 辷on （1948，
’5三」等に ょ る詳編 な報告が あ り，移植 の 成立 に 対 し て は被移緬動物 の 邇伝的な要因

が 深 く麗係 し て い る こ と を 示 し て い る 。

　著 者 は 吉．FG σ952）に よ つ て 得 られ た ハ ツ カ ネ ズ ミ リ 移擁性 の 輝瘍 2 系統 を用 い
一
こ，次 の 諸 点を検討 し

た 。
1）被移 捷動物 の 条 件 と し て 系 統的差違 ，年令 ，体重 ，性的威熟 の 度合，性 別 ． 2）移植片 の 条件 と し

て 移植片 とする 種蕩 の 発育時期 ，移 植片 の 継織 鍛 。 そ の 結 果 を こ こ に 報告す る 。 稿 を趨すに あた り揖指 導御

鞭撻 をたまわ つ た牧 野佐 二 魅教授に 対 し て 潔 甚な tt感 謝 の 意 を表す c 種 々 と実験 上 の 御 教 示 を い た だい た 吉

霞逡秀，田 中達也，煽納恭子 ，中原 皓 の 諸氏 に感謝す る 。

材 料 及 び 方 法

　 実験に 用 い た 腫瘍株は吉田 （1952 ｝の MY 　mouse 　 sarcoma （魴錘型細胞肉鍾 1 と MY 皿 ouse 　carcino エna

（腺紐胞癌）の 瑚移植性腫瘍 で あ る 。 移植方法彫 ・ ツ カ ネ ズ ミ 脊部に 移植 粥 の 4〜5mm3 を皮下移殖法に よ

つ て 行 つ た 。 移殖に 使用 した動物は当硫究 室 で 飼育 した純系 の ハ ツ カ ネ ズ ミ fMtes　 tnusct ．clscs）の S 系，

D 系 ，
B 系 と雑系 の 四系統 を用 い た 。 移 麺後 IO 日乃至 15 日 の 闘 に 移 植 の 判定 を行 つ た D 　15 賃迄に陽性

と 判定 され な い もの は 1 ケ 月に わた つ て 飼 育 しそ の 結 果 で 判定 し た 。 組織漂本 の 襲作 は Bouin 氏液置定 ，

Delafield ヘマ ト キ γ リ ソ
，

エ d ジ ソ 重染色怯に よつ た 。 統 計的な検討 は f 検 定 法 を と つ た e

実　駛　結 　果

　 （1♪ 移　植　率

　MY 　 mouse 　 sarcoma 　； 移植実験 の 結果 は第 ユ 表 に 示 す 。 使用 し た 総 計 121 個体 の ハ ツ カ ネ ズ ミ に お け

る陽 牲率は 48．5 ％ で あ る 。 移殖 率 は 20 ％ か ら 100 ％ i乞の 大き い 変異 を 承 し， 移植 世代ば か りで な く同

一
世代内 で も移殖 の 度毎 に あ る変異 を示 L た 。 こ れ ら の 世 代問 の 移植率 に統計塗肱 有意差が あ る か ど 5が ジ

検定 を行 つ た 。 各世 代聞 の ）cEの 総 計 22・832
， 陽陰｛生聞偏差 〔Dev ．）の xt の 笹 1ま 〔〕．0  82 と な り，有意差

は 存在 し な い こ とが 明 ら か で あ る 。 世代 聞偏差 （Hetero ）の X
：
’

は 22，8234 と な り， 世代問 の 自由度 （n ）9

で あ る の で ・こ の 際 の Pr・・0・侮 の 馗 の 21・666 よ り大 き く各世 代闘の 移植率 の 変 異 に 統計的 に 有意 な 差 が

存在す る 。 吉「q ｛1！　52｝ の 1〜8 代 の 同
一

腫瘍の移植率 の 変異 も X7 検定 に よる と Pr　 ・ 0“ 5 の 織 こほ ほ 近

く統計豹な有意差が 存 在ず る 昌

　MY 　 mouse 　carcinoma 　： 総計 166，個体 の ハツ カ ネ ズ ミ を 用 い 陽 姓率 65．05％ が得 られた 。 移植率 の 変

異は 30％ か ら 100 ％ の 範彌 を示 し ， 移鮪世代 の 変 異 よ り同
一

推代 の 変異の 方が大 き い 。
13・v17 代 （17

代以後 実験事 故の た め除外） の 各世代 の 移 il蟀 を x2 検定 に よ つ て 検討 し た が 有意性は な い 。 吉 田 （1952）

の 1〜7 代迄の結果 も統計的に有意 な もの で な い
。

　‘II） 移稙を左 右す る条件

　移植牲を 左 右 す ろ 条件 を検討するた め に ， 被移植動物の 条件 と移埴片 の 条 件 との 二 つ に 分け て研究 を行 つ

（ 1 ）
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た 。
1）被移植動物 の 条件　a ）系統 ： 2 種 の 踵瘍 と も被移植動物 の 系績に よ つ て 移植率に囑 らか な差 が認 め

られ る 。 MY 　mouse 　sercoma に お い て ｛也第 3 表に 示 した よ 5に S 系が最 も高い 移植奉 を示 し，　 D 系 と

Table 工，
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．
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　　　　　　　　　　　　　　　60　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　 22．832

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

　　　 Dev ．　x2 ＝i］．（1082 　Hetero．冫て
2 犀三2．8238＞ Pr＝0．（｝1

The 　 results 　in ユ8th− 20th　transplant 　 generations 　svas 　unknown ．

雑系が こ れピ吹 ぎ，B 系 に は 全 然陽性個体が え られな   ・。 こ の 腫瘍 の 原発腫瘍は So 系 で あ る 。
こ の 4 系統

闘 の X2 の 燈は Pr 二〇．01 の 値よ り も穴 き く非常 に有意義 な差が 存 在す る 。　MY 　mouse 　carcinGma 　lま D

系が 8〔L1％ の 最 高の 移積率 を 示 し ，
　 S 系が 72．5％ て こ れ に次 ぎ， 雑系が 53・6％ ℃ 陽穣性が ：まぼ 半ば して

い る ． こ 唖 瘍 の 原発個体は D 系に 発壬ヒした もの で ，そ の 蠡 の 発生 した系総 二最 も高い 感受性 を示 し て

い る 。 こ の 結果 か ら も吉 鰻 （ユ952 〕 の い う特異感受螳 り 存在が 考 え られ る よ う に 思 5 。 X2 検定 の 結果 は

Table　 2， Results 　 of 　transplant 　 experiments 　in　the　MY 皿 ouse 　carclno 皿 a

　　　　　 in　tlle　transplant 　generatians
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＝8 ．52 　Hetero ，　 x2 ＝ 1 ． 84 ＝Pr ＝D ．5D P ・ ＝ ・e ． 01 の 値 より大きく非常に有憙

な差 が 存 在 する ． b ）性別・ 両踵瘍 と網 捌に よ．る移殖 拳に有 意義 な 差は存在しな い。c）年 合｛ 生後日 敏 ｝ ：

移 穂 動 物 を生 後 30 日 以下， 31 〜 40 日・ 41 〜50、日迄の3 区 に 分 けて ．そ の 移 植性を検討 した 。 MY 　 mouse

sar

Iila は 30 日 以 下 と 31 〜 40日個 体 は ほ ぼ同“な 移 植 （
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嬲

钁
響
轡 。弼 鯔

4
　第 1 図　系列 （1，，紬 胞は腺 構造 が 少 く充実性擺 劉1を なす 。

ユO｛｝X ．

　第 2 図　系列 （II），　 Small 　gland 　acini をなすも の が多 く，癪 災が

す こ ぶ る明瞭 で あ る 。
玲 O × ．

　第 3〜1 図　 系鶸 （HI ），
3，闇質が 非常に 多 く 踵瘍緬胞は 不活性 の

状 態 に あ る 。
4，腺搆造 が 多 く ，

small 　 gland 　 acini と non 　 acinar

strUCture が 見 られ ，間質 の 量 も多 い
。

100 　X ．

牽 を示 し ，
41〜50 日 に お

い て 多少 の 低 下を見 る e こ

れ ら に は 統 計的な有意性は

存在 し な い 。
MY 　 mouse

carcinoTna ξまL　30　日以 丁
‘
の

もの は 100　％ の 移植性を

示 し ，
31 〜 40 目 に な る と 急

激 な低 下 を 来 し41〜50日で

は再び多少 の 移麺 率 の 上昇

が 見 ら れ る 。 こ れ ら の 差異

は統爵的に 有意義 な差 で あ

る o 　d ）　｛本：蚕匡 ； 被移植 動物

の 体重 を 7．一一10　gr，10．1〜

IZ　9、　ユ2．1〜149
，　149 ）」，

上 の 4 区 に 分け移殖性 を検

討 L．た oMY 　 mouse 　 sar ・

coma に お い て は 149 鍬

下 で は ほ ぼ 一定 の 移横性を

示 し て い る 。 149 垣 上 に な

る と移埴率 の 急激な る砥下

を見る ‘第 4 表）。 N2 の 槙

｛ま Pr ＝　O．C］1 の 値 に 近 く有

意性が 存 在 し て い る 。
MY 　mouse 　carcinoma 　i−2

’
10　g 以 下が 最 も移植率 が 高 く，1D．1〜129 で 急激な侭下

が 見 られ ，三2．ユ〜貝 g で 多 少 の 上昇が 見 られ る c14 　gr 以 三に な る と漸家移 壇率 の ほ下 を示す 。 こ の 閥 に ば

統計的に も X
？

の 擁が Pr ＝　 O．02 の 題に ほ ぼ等 し く有意差 が 存在す る 。
　 e ）性的域熟 の 度合 二 惟的に 成熟 し

た も の と未黙 な る も の とに移稙率 に 差が あ る か を検討 し た 。 成熟 ，未熟 の 判定は雄 は睾丸 の 降 T ，雌 は 腟 の

開 口 を特徴 と した 。 両鍾蕩 と も成熟個体 ， 未熟個体 と も移植率 に著 しい 差違は な い
。 ただ MY 　mouse 　car ・

clnoma に於 て 成熟個体 54．6 ％，未熟個体 61．1　％ を示 し，未熟鯛稼に お い て 多少高い 移殖牲を示 し て い

る が ，統計 的に は有意 な もの て な い 。 ．しか し年令 で 30〜40 日 の 間 と体重 の 10 ．1・v129 の もの の 間に移植

率 の 谷が見 られ る が
，

こ れ が性的 に未熟 か ら成熟 へ の 移行期に該当する 。
こ の こ と は性的 の 度 合 と体重 と の

幽係，生 長 曲稼 の 調査か ら推察 さ れ る 。

　2）移 植片の 条件　a ）移穂片 の 発 育時期 ： 移擁 す る 腫瘍 の 発育時 期 に よ る 移殖 率 の 変化 を 観 察 した D 睡蕩

の 発育時期 を 9〜15 日，］δ〜25 日，26〜35 日，36 日 誠 上 の 4 区｝こ 分け た 。
MY 　 mouse 　sarcoma に お

い て は ユ5 日 以 下 の もの が 移埴率 が 最 も悪 く，26〜35 ヨ の もの が 比 較的 よ い 移植率を示 し．て い る （第 5表）。

しか し統討的 に 有意な差 で な い 。 MY 　 mouse 　 carcinoma に あ つ て は 15 日以 下 の もの が 最 も よ く，16〜

25 日 も高 い 移 植率 を示 し ， 36 日以 上 に な る と急豫 な抵下 が現われ て い る 。 こ の 閤に け 統計的に も非常に 有

意な差が 存在 し，xo の 題 は Pr ； α 01 の 値 よ ；；大きい
。
　 b）移埴片 の 組織豫 と移植性 と の 関係 ： 移糠性 の 検

討 に は 移植片の 組織矇を 麹察す る 必要が あ る 。
MY 　 mouse 　sarcoma は移槙の 良 否 と組織 嫁 と の 間 に 形態 上

の 著 しい 差違 を見 出 し得 な い
。
MY 　mouse 　carc 量noma に於け る累代移植中の 三 つ の 異 る系列の 移植 lcrc

て ，3 系列聞に それ ぞれ 移稙率 の 差 が 見 られ ，組 織 曚 と移植 性 との 間 に あ る 程 度 の 闘係 を認 め る こ とが 田来

ろ 。 即 ち，系 朔 （ユ）に あつ （ は，そ の 腫瘍細胞 の 牙化度 は 低 く， 臓様瀋造を示す もの は 極め て 少 く，踵蕩細

｛ 3 ）

N 工工
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Table　3．　Transplant尋bjlity　of 　tumors 　by　 strain 　 of 　 mice

Kind 　 of
tumorsStrain

　of
　 mice

Sarcoma

　　 S

　　 D

　　BHybrid

No ．　 of 　 mice

　　　used
　　　　　　　　　　し

Results 　of 　transplant
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dev ．＝9．5N聖
　Hetero．．x

？
＝ 18．84＞ Pr ＝ 0．01

胞 は充実性配列 （solid 　nest ） を な す も の が 多 い （第 ユ 図，。 癌集は 不規則で 明瞭 で ない
。 核分裂 の 頻度 が

高 く部分差 が少 い 倖 均 至 腫癆数 の 約 1．5 ％ Leitz　42x ユ5）。 系列 （II） に あ つ て は 比 較的分化 の 進 ん だ腺

様講造 （smaH 　g】and 　aclni ）を 呈す る も の ， 充実性覊列 を呈す る もの 等 の 複雑な形態 の 1） の も見 られる 。 癌

　　　　　　　　　　　　Tab 正e　4．　 Transplantability　of　tumors 　by 　body 　weight 　of　mice

　　　　　　ト
Kind 　 of
tumors

Sarcoma

Body 　 weight
of　mice （gm ）

　　7一コ0

　 10．1−12

　 ユ2 ユーユ4

14　0r 　more

1司
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集は 比較的 明 瞭 で 不規則の 分齪状 をなす もの は少 い 。 緩分裂 餘 は比籔納多 い 〔平均 L3 ％）‘第 2 図1。 系列

‘III♪に 於い て 蜘 胞 の 分 tkeei・塙 く雛 構造を呈 す る も の が 多 い
。 それ ら の 腺麟 造 は ・醐 l　g玉。。 d

acini ・nen
　
acinar

　st 「ucture の 2 腫が認 め られ る （第 3 〜 4 図）， 椄分裂嫉は最 も少 い て平 均 0．8 ％，。 こ

の 羂 の 最 も著 しい 特觀 燗 質 の 量的分布 が 非隸 こ 多 い こ と で あ る 。
こ の 3 系列 間 の 移勸 漂 粥 l」が 最

Table　5・ Transplantabiユity　of　tumors 　by 　 age 　of　 the　tumor 　graft
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も高 く 83・3 ％ を示 し・ 系 タll〔il）66・2％ か こ ね 歌 ぎ，系 列 flll）が ・15．1 ％ 撮 も｛上蟀 璃 る 。
　ca溝

造 の 存 在 ，聞質 の 量的分布 ， 該分裂饑 の 多 少が移 植徃 の 重 要な要因 と な つ て い る 。 こ の 外，変性嬢死 の 多

少 ，浸潤綾胞 の 存在麝に 中性好牲 白血球 の 存 在 な どが 移植 の 成 立 に 対 し て 制樹的 に 働 い て い る よ 5 に み え

る o

考 察

以 上 の 曦察結 熟 こ よ つ て ｛男か な よ 51こ ，睡 、瘍の 移植性は 複雑な要因 の 聯震作用 に よつ て決定 される よ 5で

単
一

要eCIC．よ つ て は 説明が 困難 で あ る 。被移植動物 の 条 件 と し て は ，第
一

に動物 の 系統 が 最 も著 しい 影響 を

あ た え て V6
。 特に MY 　m ・us ・ carcin ・ ma の D 系 マ ウ ス へ の 高 し・移稙 率は ．こ の ：Pt…蕩が こ の系統に 亙醗 廴、

た もの で あ る こ と を考え合 ぜ る と き，腫 瘍 の 発生素翼 と感受性 と の 関係 が 晴示 される ．
こ れ に吉腿 （1352 ）

の 所見 と
一

致 す る 。 腫蕩 の 発生素因 と感受性 の 関係 に つ い て は MacDewell と Richter （1930）が マ ウ ス の

白洫 病 に於 て ，Cloudman ｛19．　41）が繊維肉 腫 1こ於 て 確 め て い る 。 吉田 て1952 ）1こ よれ ば B 系は MY 　mouse

carc ｛noma に 高 、
べ 感 受性を示 し，　 Bittner （1934 ）の い

）
） coat 　co1Gn 　gene と の 聯関 を認 め よ 弓 と して い る

が ・私 の 饌察 した範囲 で け 必ず し Veそ 「
）で はない

。　MY 　meuse 　sarcoma は B 系に嫁 全然感受性を示 して

い ない が ，使 用個体数が少 い の で 何事 も い え ない 。 MY 　 mouse 　carcinOma は D 系 × S 系に 高 い 移槌率 を

示 して い る が ， 両系統 と も長 い 近親 交配 を行 つ て 来た ミン の で ある の で ， そ tlが 移 植 に 影響 し て い る よ 5に 考

え られ る 。 雑系 マ ウ ス に お い て は移穂 率 が大 き く変異す るが ， D 系， xS 系 に あ つ （ぱ 比韈的そ の 変轟が 少

い 。 こ の 問題に臠 して は Little （1914） と ｝leston （1948）が ， そ ‘夢重要性を認め て い る 。 ま た，動物の 遣

（ 5 ）
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伝鞭 因鱗 ， 動物 の 生 長そ の 他の 生 理 腰 因 の 変 化 に伴 つ て 宿 主 の 感受性に 変化 7・；見 られ る ・ 轍 こ年令素

因 の 影響 が 著 しい 。 MYm ・u・e … c ・ m ・ 1こ お い て は生後 50 日 ・ ｛褌 149 ・ 以 下 で は 移植性に 著 し L’変

化は ない が ，それ以後 に 著 しい 低 下を見 る 。 MY 　mouse 　 carcinoma に あつ て は生後 30 日 以
一
F，体重 10　gr

以
一
fが最 も よ く，それ 以 後 1曙 U ・

蜘
・

を 示 す 。 こ の こ と よ f） MY 　 m ・u ・e　ca ・ ci ・ ・ m ・ は MY 　
m °use

。。，c。m 。 よ 曙 し く年 令 の 制限を受 1ナて い る の 力期 魔 あ る 。 移 植馳 ）問題 と し て は移植 率 と組織的講 造

の 関係 に 鮴 が S，
・Z）。 著 者 の 鰹 に 於 い て も こ の 間 に あ 碓 度の ncesが存在す る・腺騨 造 の 鰍 分帳 の

高 い 細胞醗列を 示 す踵蕩 に あつ て は
一般に 移緬 が 悪 く，充実性配列を示 す腫瘍 に お い て は 発育増殖が よ く

一

般に 繊 酬 良好破 る 。 ま た移植片は腫瘍 の 発育囀 の 影響を 受け て 移 植 率 に 変 化 が 見 られ る ・ こ の 原因 と

し て 1湘 胞分裂 の 滅 少，変性壌死 ・・増進 ，浸｝驪 胞 の 勵 晦 どが敷 られ る・ MYm ・ u ・ esa ・c。m ・ iこ 於 て

は 発育時期 に ょ つ て も移櫃 睾 に 変化 が 少 く，組織的購造 と の 衡係 は今 の 所は明か で な い D 以 上 の こ と か ら考

え る と，移植 の 成立 2）要囚 と し て ；d移植 峠 の 個 有的な性質 と宿 主 の 遘伝的感受性が主体 と な つ て い る 1．り に

思われ る ． 移植片 け そ の 発育時期 な らび に組織学的構造 の 影響 を受 け て必ず し もそ の 腫瘍特有 の 性質 艨 わ

さ な1． ・。 被移植動物 i［、年 令 ， 休重 ， 性 的活動等 が 加 わ つ て 遺 伝的 感受性に 影響 す る 。 移植 率 の 変化 は こ れ ら

諸条件 に よつ て 起 され る 諺 え ら れ る 。 結 局移瓸鍼 立 は移稙 片 厳 移植動物 と の聞の 遺伝的性質が 最離

に 保有 された と き最 も艮い と考 え られ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　　　約

　ハ ツ カ ネ ズ ミ の 移稙性腫瘍 ，
MY 　mouse 　sarc 。 ma 及び MY 　mouse 　carcino 皿 a を用 い 移植性 の 条件に

開す る 実 験 を行 つ た 。 こ こ に用 い た 2種 の 移麒性腫瘍は 移穂性質が異 り ・ 世 代間 の 移稙率 に も明 らか な差違

が あ る 。 皴移植動物 の 条件 と して は，そ ・・系統が 最 も…囎 な影響 を あた え る ・ MY 　m ・・se ・a 「cin ° ma は

D 系マ ウ ス に 原発 した もの で あ る が ，そ ρ）移植 率 ・才 D 系 に最 も高 く，そ こ に 特異感受 性 が考え られ る ・
MY

mouse
’
sarcoma に お

1

、
・
て は B 系に ば 全然陽 性個体をえな か つ た 。 そ の 他 ，被移植動物 の 年令 ，体重 ，性的

活動が ある醸 の 影響 を あ 燥 ．る 。 移貢畊 の 条件 と し て は ・そ の 発育時期 樋 瘍片の 組織的as造 が 関係す

る 。
MY 　m ・u ・e　sa ・c・m ・ に お い て は こ れ ら の 影響が蕪 吾に現耕 しない 。　MY 　m °use 　ca 「cin °ma 　1こXtい て

ば 15 日以 前 の 睡瘍片の 移 植性 が 最高 率 を 示 し ， そ れ 以後は侭下 を見 る 。 移植片 の 組織的構造 と の 関係 に つ

い て は ， 細胞の 分化度が 影響をも ち ， 腺様配 列 を な さず充実件の 細胞配列をなす もの に お い て 最好 の 移稙性

が 見 ら れ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 丈　　　　酸
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　 E 、　C ．1935．　Physiol．　 Rev ．15： 509．　Yosida ，　 T ．　H ，1952，　Gan 乢 43 ： 4i7．
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，
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R6s 腫 m6

　　　　　Some 　Observations　on 　Transplantability　in　Two 　Mouse 　Tumors

　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　Takaaki 　 ISHIHARA

　　　　　　　　　　　Zoological　Institute，　Hokkaido 　University・
Sapporo

　　Th 。　pre ・e 皿t　p・p・・ describ・・ th・ ・es ・1t・ ・f ・・ m ・ 。 b・e ・v ・ti・n ・ ・n　th・ f・ ・t・・ s　rela ‡i”g　t「ans −

pl。nt ・bility，・ si ・ g　 a ・ m ・t・ ri ・l　th ・ MY 　m ・ u ・ e　s ・・c・m ・ and 　MY 　m ・ use 　ca 「cin °ma ・
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   [l'he transplantaVili･ty  ef  turners  was  observed  concerning  tiie strain,  age,  t･).ody weight,

sexual  maturity  antl  L,txual  dift'erence of the  he:t.

   The  trapsplanta})ilit}' shovved  a  remarkab]e  difference  by  strain  of  mice.  The  MY  mouse

carcl,nerna  shov;nud  a  higla $uscf..ptibi]ity  to tl:e D  strain  in which  this  tumor  QriginateG.

   The  age  and  the  betiy weight  of  th.e hos･t seemed  to g{ve  soine  jnfiuence  upon  trans-

piantation  oi  the  tumor.  In the  MY  movse  sarcorna,  higher  tran..t.o]zntabilily was  obtained  in

the  T,-nimals  ],J"sr 5/} days from  birth ITav:,ng H--15. gm  of  body  weight  thRn  in elder  animals.  In

the  MY  mourtre  carcinoma,  hezvex･er, tE',e ntice  of  3C  days  old,  IOgm  iri bod/'i weight,  
'.vere

 high!y

receptive  to  transplantation  of  the  tumer's. .
                                                                                  '
   

'
 ln the  ]L{Y rne"se  carcinoma,  the  ni･aturity  of･ the  1]o::t seeixs'  to illftt;ence on  tr4nsplantation

ef  t:'ie tumors,  In t･he },'IY mouGe  sarcbma,  the  transpl-antt-abiiity shewed  no  remarkable  dif-

ferenee by  TiiRtor.:,tr  ef the  hosL  And,  t':er･e vvas  no  significant  difference in tine trans  plan-

tability of  tumors  by sex  
'/n

 botl] kinds  of  t,umors  here  concernerl.                                                                                '

    The  age  ef  the  graft gaye  zao remarkable  infiuence  fer transplantability  in the  }vlY mouse

sarcoma,  wl]ile  in zhe  "{Y  mouse  carcl,noma,  young  grafts  /ilio"'ed  bettcr transplan;abilit}',

    General/ly, the  tumor  pieces  which  h.ave a  solid  hiEtvlogical structure  were  found  to be

better  in transplantability,  thaB  in thor.e uf  glandnlar  structure.

    Ba:.ed on  the  reF.ults  of  the  present  observat'/ons,  it is evident  that  the  MY  mou:.e  sarcoma

differs in many  characters  from  tl]e MY  mous'e  carcl,noma,
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